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2（２０１２年１０月）

 （
注　

金
額
に
つ
い
て
は
四
捨
五
入
の
都
合
上
、
合
計
金
額
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
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平
成　

年
度
の
東
御
市
に
お
け
る
一

２３

般
・
特
別
・
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
決
算

が
、
市
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
１
４
９
億
２
千
５
６
４
万
円
、

歳
出
総
額
１
４
４
億
３
千
２
９
５
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
を
中
心
に
決
算

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
用
語
の
説
明

歳　
　

入　

年
度
内
に
入
っ
て
き
た
お
金
。

歳　
　

出　

年
度
内
に
使
っ
た
お
金
。

自
主
財
源　

市
が
独
自
に
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
お
金
。
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
使
用
料
や
手

数
料
な
ど
。

依
存
財
源　

国
や
県
な
ど
か
ら
入
っ
て
く

る
お
金
。
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
地

方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税

交
付
金
、
市
債
な
ど
。

市　
　

債　

市
が
大
き
な
建
設
事
業
を
行

う
た
め
に
、
国
や
銀
行
な
ど

か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
借
り

る
お
金
。

国
県
支
出
金　

特
定
の
事
業
の
財
源
と
し

て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
。

※市民一人あたりの金額は、平成２４年４月１日
　現在の人口31,356人で算出しました。
 （次ページの市民１人あたりに使われたお金も同様）

市民一人あたりが納めた市税

合計

120,370円
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とうみ

特別会計等の決算額
（単位：万円）

市民１人あたりに使われたお金
� �������������������������������������������������

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国や県からの補助金などを活用して、市民１人当た
りの市税収入（120,370円）の3.8倍以上の行政サー
ビス（支出）を提供しました。

合計

460,293円
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総務費

　庁舎・図書館建設事業費  ……………………………5億7,698万円

民生費

　子ども手当費・児童扶養手当費  ……………………7億3,938万円

　障害者自立支援介護給付費  …………………………3億8,370万円

　保育園建設事業費  ……………………………………1億3,601万円

衛生費

　焼却場等運営広域負担金　　　　　　　　　  ……1億9,607万円

　し尿処理運営広域負担金　   　  　〃　　　　   ………8,831万円

　予防接種事業費  ……………………………………………9,935万円

農林水産業費

　中山間地域等直接支払制度費  ………………………1億   188万円

　松くい虫防除対策事業費  …………………………………1,219万円

商工費

　御牧乃湯管理運営費  …………………………………3億4,375万円

　温泉施設諸経費  ……………………………………………8,725万円

　新交通システム運行費補助金  ……………………………5,756万円

土木費

　公営住宅建設事業費（伊勢原団地）  …………………1億6,860万円

　道路維持管理費  ………………………………………1億   947万円

　住宅リフォーム助成事業費  ………………………………1,502万円

消防費

　上田地域広域連合負担金 （常備消防に関するもの）  3億   135万円

教育費

　小学校費  ………………………………………………1億5,835万円

　学校給食運営費  ………………………………………1億   911万円

　中学校費  ……………………………………………………9,488万円

■積立基金の推移　 （単位：万円）■市債残高の推移　 （単位：万円）

※下水道事業がH20年度に特別会計から公営企業会計に移行しました。

こんな事業に取り組みました
（金額が大きいもの、特徴的なもの）

▲リニューアルオープンした御牧乃湯

▲建設中の滋野地区保育園

▲中庭から見た新庁舎
 上田地域広域連合
・川西保健衛生施設組合（ ）
（ ）
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とうみ

全会計において適正運営状況を維持（健全化判断比率と資金不足比率）

　平成23年度決算に基づき算定を行った、健全化判断比率と各公営企業の資金不足比率についてお知らせします

（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定による公表）。

　市の数値は、いずれも地方公共団体の財政の健全性を示す早期健全化基準以下であり、適正な財政運営といえ

ます。今後も、健全財政

を維持しながら、より効

果的かつ効率的な財政運

営に努めていきます（市

ホームページでもご覧い

ただけます）。

　●問い合わせ先
　　総務課　財政係
　　�64－5805
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　今回で９回目を迎えた花いっぱいコンクールに

は、市内全域から２３作品の応募がありました。

　審査は専門家や花の講師など６名の皆さんによ

り厳正に行われ、１１作品が各賞に輝きました。ど

の作品も創意工夫のある力作となっていました。

　市内各地で咲き誇る花々は、今年も私たちの目

を楽しませ、生活に潤いをもたらしてくれました。

●問い合わせ先　建設課　都市計画係　�64－5914

ビューティーフラワーズ（上八重原）
　千曲ビューライン沿いにある花壇です。傾斜地で不定形

の地形を活かし、道路沿い３方向から見て違った表情を楽

しめる花壇となっています。色とりどりに植えられた花が

曲線と斜線を描き、その独特な配置とボリューム感が目を

楽しませてくれます。

千曲ビューラインの花（上八重原）
　千曲ビューライン沿い、記念碑前にある２つの花壇です。
手前に背の低いかわいい花が並び、バランス良く華やかに
配置されています。色彩の優しい色で統一された見事な花
壇です。

常田区八重桜の会（常田）
　国道18号線常田交差点にある花壇です。
丸く植え込んだ３ヶ所のチェリーセイジが平
和、愛、優しさを表現し、それを囲むように
色鮮やかな花が咲き誇っています。人の心を
和ませてくれる素敵な花壇となっています。

コトヒラ工業株式会社（桜井）
　コトヒラ工業前道路沿いにある
花壇です。全体を８個のブロック
に分けて、色鮮やかな模様を作っ
ています。高低差のコントラスト
やアーチ、市松模様など見所がた
くさんあります。

海善寺北区美化推進委員会
（海善寺北）

　浅間サンライン沿いにある花壇
です。今年も種から育てたケイト
ウと多種類の花がドライバーの目
を楽しませてくれます。存在感の
ある印象深い花壇です。

株式会社ミマキエンジニアリング
　　　　　　　　　　　（田中）

　雑草が生い茂っていた場所を整
備して植栽しました。維持管理が
しっかりされており、４種類の花
がバランスよく配置された鮮やか
な花壇となっています。
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とうみ

（２０１２年１０月）

下村　和彦（大川）
　庭全体に様々な種類の花や木々

がバランスよく配置されています。

花の色彩と木々の緑が美しく調和

した作品です。

田中　冨代（金井）
　プランターの花々が鮮やかに出

迎えてくれます。綺麗に手入れさ

れたプランターは、どれも美しく、

印象に残る作品となっています。

島川原区（島川原）
　バス停横の歩道沿いに花壇を設
置しました。元気に咲いた花々は
バスを待つ人や道行く人の注目の
的となっています。

布下区（布下）
　公民館の出入り口に花壇を設置
しました。バランスよく配置され
た花壇は、区の公民館を明るく鮮
やかにしています。

本下之城区（本下之城）
　公民館と道路沿いにプランター
を設置しました。色とりどりの花
は、ドライバーの目を楽しませて
くれます。

最優秀賞

　全作品中、最も優秀な作品１点

に贈られます。

優秀賞

　全作品中、優秀と認められた作

品２点に贈られます。

入賞

　全作品中、入賞と認められた作

品５点に贈られます。

参加奨励賞

　花壇づくり活動に積極的に取り

組まれ、努力された作品に贈られ

ます。

　

市
で
は
、
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

２４

１１

ン
と
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
一
緒
に
な
っ
た
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
四
種
混
合
個
別
予
防
接
種
を
開
始

し
ま
す
。
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
と
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
一
回
も
接

種
し
て
い
な
い
方
は
、
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
届
い
た
通
知
を
ご
確

認
の
う
え
、
接
種
の
際
に
は
医
療
機
関
へ
あ
ら
か
じ
め
予
約
を
し

て
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
　

生
後
３
か
月
〜
７
歳
半
未
満

【
接
種
間
隔
】

　
　

初
回　
　

日
か
ら　

日
ま
で
の
間
隔
で
３
回
接
種

２０

５６

　
　

追
加　

初
回
終
了
後
６
か
月
以
上
の
間
隔
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
接
種

【
接
種
費
用
】

　
　

無
料

　

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
・
単
独
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回

以
上
打
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
を
打
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
・
単
独
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
同
回
数
打
っ
て
い
る
場
合
は
残
り
の
回
数
を
四
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
市
か
ら
の

通
知
を
ご
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
規
定
の
回
数
を
超
え
な
い
範
囲

で
、
接
種
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
種
可
能
医
療
機
関
は
、　

月
中
旬
号
の
お
知
ら
せ
版

１０

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

健
康
保
健
課　

保
健
係　

�　

－

８
８
８
２

６４
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▲語学研修

ホームステイ日程表

内　　　　容発着地・滞在地等月　日

成田空港→
ゴールドコーストへ

東御市→ゴー
ルドコースト

７月２７日 （金）

ゴールドコースト市内観光
（ポイントデンジャー展望
台など）
ホストファミリーと対面し、
各家庭へ

ゴールド
　　コースト

７月２８日 （土）

ホストファミリーと過ごす７月２９日 （日）

語学研修

授業への参加

オーストラリア文化の学習

日本語クラスへの参加等

７月３０日 （月）
　～３１日 （火）

８月１日 （水）

８月２日 （木）
　～３日 （金）

フェアウェルパーティーで
の日本文化披露（お手玉・
習字・折り紙）

８月４日 （土）

ラミントン国立公園等の世
界遺産の見学

８月５日 （日）

ゴールドコー
スト→東御市

８月６日 （月）

　

７
月　

日
か
ら
８
月
6
日
ま
で
の　

日
間
、
中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ

２７

１１

リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
（
主
催：

東
御
市
ア
メ
リ
カ
姉
妹
都
市
友

好
協
会
）
が
行
わ
れ
、
市
内
の
中
学
２
年
生
５
名
（
東
部
中
４
名
・

北
御
牧
中
１
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
事
前
学
習
会
と
し
て
５
回
の

研
修
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
た
め
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
学
校
の
セ
ン
ト
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
で
は

英
語
の
語
学
研
修
や
、
授
業
に
参
加
し
、
交
流
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
の
生
徒
が
日
本
語
を
学
習
す
る
授
業
で
は
、
先
生
と
な
っ
て
日

本
語
を
教
え
る
と
い
う
経
験
も
し
ま
し
た
。

　

親
元
を
離
れ
て
、
不
安
や
言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
外
国
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
努
力
し
た
、　

日
間
の
感
想
を
ご
覧
く
だ

１１

さ
い
。

「貴重な「貴重な
夏休み」　　夏休み」

　 依  田 　 真  理  子 　
よ だ ま り こ

 （東御市アメリカ
姉妹都市友好協会会員）

　家族と１１日間も離

れ、それも海外で１

人１家庭でのホームステイは初めての経

験で不安でいっぱいだった事と思います。

それでも、言葉・文化・生活が違う国で、

積極的に生き生きと行動していました。

今年の夏休みの経験は未来の糧になると

思います。引率の機会を与えていただき、

ありがとうございました。

引率者の声

▲書道の披露

▲クラスメイトと共に
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（２０１２年１０月）

 村  田 　 愛 （東部中）
むら た あい

　ホストファミリーの温かさ

に感動しっぱなしのホームス

テイでした。私のことを何か

と気にかけてくれ、いつも

笑っていてくれました。そん

な人達だったから、人見知りな私も楽しく生活でき

たんだと思います。ホストファミリーとすごした

日々は、本当に大切なものになりました。

「思い出の日々」「思い出の日々」

 大  崎 　 詩  生 （東部中）
おお さき し お

　７月から８月にかけてオー

ストラリアにホームステイに

行ってきました。ホームステ

イ中の私の目標は、「積極的

に話す」でした。結果、自分から話しかける事がで

きました。それに伴い、ホームステイをとても充実

したものにすることができました。このような貴重

な経験を将来につなげていければと思います。

「ホームステイを「ホームステイを
経験して」経験して」

 滝  澤 　
たき ざわ

 亮 
りょう

 介 （東部中）
すけ

　今回のオーストラリアホー

ムステイは素晴らしい思い出

になりました。５日間通った

現地の学校が一番楽しかった

です。バディの人達と一緒に

ランチを食べたり、サッカーをして遊んだりしまし

た。とても仲良くなれてよかったです。もっと英語

をたくさん勉強してまた海外へ行きたいです。

「最高の思い出「最高の思い出」」

 井  出 　 愛  美 （北御牧中）
い で あ み

　今思うと、毎日が楽しくて

とても充実していました。ホ

ストファミリーの温かさや、

単語が聞き取れたり会話が通

じた時のうれしさや感動はい

つまでも忘れないと思います。

　この経験をさせてくれた家族や私を支えて下さっ

た全ての方に感謝し、日々の生活に生かしていきた

いと思います。

「初めての海外」「初めての海外」

 中  村 　 美  空 （東部中）
なか むら み く

　ホームステイでは英語だ

けの生活で最初は不安でし

たが、現地で新しい友達が

でき、一緒に授業を受ける

事ができました。学校では日本にはないモーニン

グティータイムを体験できたりと、とても新鮮な

毎日でした。「単語＋ジェスチャー」で楽しい会話

ができたのも貴重な体験でした。

「楽しかった「楽しかった
ホームステイ」　   ホームステイ」

▲日本語クラスにて▲お手玉による交流▲スプリングブルック国立公園
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■はじめに
　いよいよ新図書館オープンまであと１カ月となりました。今回は、変更となった開館時間・休館日と

図書館の基本的な利用についてのご案内と、図書館の内部の様子をご紹介します。

 利用案内 

■開館時間
　平日は今までよりも１時間早く開館し、閉館時間も３０分長くなりました。学校帰りや仕事帰りにもお

立ち寄りください。

　　　◆平日　　　　　　午前９時～午後６時30分

　　　◆土・日・祝日　　午前９時～午後５時

■ 休館日
　以前から要望の多かった祝日も開館します！

　　　　　　　　　　　　　　休日はご家族で図書館へ・・・

　　　◆月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

　　　◆毎月最終金曜日・年末年始・特別整理期間など

■ 本をかりる
　市内に在住・在勤の方ならどなたでも借りられます。

　　１人10冊まで21日間（そのうち雑誌は５冊まで）

　自動貸出機を使って早く簡単に貸出しができます。

　利用者カード（エコールカード）をご用意ください。なお、今までどおりカウンターでの貸出しもで

きます。

■ 本をかえす
　返却カウンターにお持ちください。

　エコールの加盟図書館どこでも返すことができます。閉館・休館時には、返却ポストにご返却ください。

■リクエスト・予約
　図書館に所蔵がない本を利用したい場合はリクエストや本の予約をすることができます。

■レファレンスサービス
　探している本があるときや、日常生活や仕事で調べたいことなどがありましたら、カウンターの職員

にお気軽にお声掛けください。資料や情報を探すお手伝いをいたします。

▲自動貸出機をご利用ください
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とうみ

（２０１２年１０月）

●問い合わせ先　東御市立図書館　�64－5886

 駐車場のご案内（H24.11.1予定）  

各階のご案内

３階　閲覧室 （メインフロア）

　　　絵本・児童書

　　　一般書・雑誌

２階　研修室1・研修室2

　　　ボランティアルーム

１階　閲覧室

　　　郷土・行政資料

　　　美術全集・一般書

　　　新聞　

ひと足先に図書館内を紹介します
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多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
市
の
財
政

が
苦
し
い
か
ら
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
し
か
に
少
子
・
高
齢
化
や
環
境
、
教

育
、
防
災
な
ど
、
地
域
社
会
の
課
題
が
複

雑
か
つ
多
様
化
し
て
い
る
今
、
市
民
ニ
ー

ズ
す
べ
て
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
応
え
て
い

く
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
＝
公
共
サ
ー

ビ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
み
ん
な
が
共
に
生
き

て
い
く
上
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
、
そ
の

か
な
り
の
部
分
を
行
政
が
果
た
す
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、「
公
共
」
す
な
わ

ち
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
と
誤
解
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
今
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
は
お

互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、「
公
共
」
を
、
そ

し
て
「
地
域
社
会
」
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、「
市
民
協
働
」
と
は
、
今
に
始

ま
っ
た
全
く
新
し
い
取
り
組
み
で
は
で
は

な
い
の
で
す
。

　

か
つ
て
は
地
域
社
会
の
中
に
あ
た
り
ま

え
の
よ
う
に
あ
っ
た
様
々
な
�
協
働
�
を
、

自
分
た
ち
の
知
恵
と
工
夫
で
再
興
し
て
い

こ
う
と
す

る
こ
と
が
、

「
市
民
協

働
の
ま
ち

づ
く
り
」

に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
課
題
は
地
域
全
体
で
解
決

策
を
探
り
、
皆
で
�
地
域
づ
く
り
�

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

か
つ
て
日
本
の
地
域
社
会
に
は
、
困
っ

た
と
き
に
は
お
互
い
さ
ま
と
、
足
り
な
い

と
こ
ろ
は
補
い
合
う
「
助
け
合
い
」
の
精

神
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
は
そ
こ
に
集
う

人
々
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
自
ら
解
決

策
を
見
出
し
、
決
定
し
て
い
こ
う
と
す
る

機
能
も
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
気
が
つ
け
ば
人

と
人
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
地
域
の
課
題

解
決
に
つ
い
て
も
自
分
た
ち
で
何
と
か
解

決
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
薄

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

人
間
社
会
で
は
、
一
人
で
解
決
で
き
な

い
悩
み
や
不
安
が
あ
る
と
き
、
周
囲
の
人

た
ち
と
協
力
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
社
会
も
同
様
、
一
つ
の
行
政
区
で

は
解
決
が
難
し
く
と
も
「
地
域
」
と
い
う

枠
組
み
で
力
を

あ
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
け
ば

解
決
で
き
る
課

題
が
あ
る
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。　

 
市
内
全
域
へ
と
拡
が
る

�
小
学
校
区
単
位
の

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
�

　

市
で
は
現
在
、
全
市
域
に
お
け
る
�
小

学
校
区
単
位
の
ま
ち
づ
く
り
�
実
現
の
た

め
、
各
地
域
や
団
体
を
通
じ
意
見
交
換
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
話
し
合
い
は
、
各
地
区
の
区
長
会

長
を
通
じ
て
、
区
長
や
地
域
内
の
多
様
な

団
体
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
進

め
て
い
ま
す
が
、
決
し
て
地
域
づ
く
り
を

押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

市
は
あ
く
ま
で
も
、
住
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
活
動
を
下
支
え
す
る
立
場
に
立
っ

て
、
モ
デ
ル
で
あ
る
「
滋
野
地
区
」
に
お

け
る
取
り
組
み
の
状
況
や
、
各
地
区
の
将

来
人
口
推
計
等
の
行
政
デ
ー
タ
の
提
供
、

会
議
の
進
行
役
と
な
る
、
ま
ち
づ
く
り
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
の
必
要
な

支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
の
主
役
は
、
地
域
に
暮
ら

す
皆
さ
ん
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
�
地
域
�
に
関
心

を
も
っ
て
意
識
を
高
め
、
地
域
の
将
来
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
よ
う
な
雰

囲
気
を
つ
く
り
、
そ
の
思
い
を
み
ん
な
で

共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　
　

�　

－

５
８
９
３

６４

 
今
な
ぜ �
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
� が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
必
要
な
の
か
？
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〜
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜

基
本
目
標
１

「
両
性
の
尊
重
と

　
  
性
差
別
の
根
絶
」

　

私
た
ち
の
社
会
で
は
人
権
へ
の
配
慮
が

最
重
要
と
さ
れ
、い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て

も
差
別
や
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

基
本
目
標
１
の
「
両
性
の
尊
重
と
性
差

別
の
根
絶
」
で
は
、
男
女
平
等
と
い
う
考

え
の
も
と
、
人
権
尊
重
を
基
盤
に
男
女
平

等
意
識
の
形
成
を
促
進
し
、
性
差
別
を
許

さ
な
い
環
境
づ
く
り
と
男
女
間
の
あ
ら
ゆ

る
暴
力
の
根
絶
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。市

民
意
識
調
査
か
ら

  
女
性
に
対
す
る

　
　
　

差
別
・
偏
見
は
？

　

市
が
平
成　

年
度
に
行
っ
た
「
人
権
と

２１

暮
ら
し
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」（
表
１
）

を
み
る
と
、
女
性
に
対
す
る
差
別
・
偏
見

 
性
差
別
・
男
女
間
の
暴
力
を

 
許
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
市

で
は
、
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

性
差
別
や
男
女
間
の
暴
力
を
許
さ
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
人
権
教
育
・

人
権
学
習
を
充
実
し
、
暴
力
根
絶
の
た
め

の
啓
発
、
相
談
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

男
女
が
協
力
し
合
い
一
人
ひ
と
り
が
輝

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）：
配
偶
者
等
に
身
体
的
又
は
精
神
的

な
苦
痛
を
与
え
る
暴
力
的
行
為
の
こ
と
。

殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
の
他
に

心
理
的
暴
力
、
性
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力
、

社
会
的
暴
力
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
涯
学
習
課　

青
少
年
男
女
共
生
係

　
　

�　

－

５
９
０
６

６４

とうみ

が
「
あ
る
と
思
う
」
と
回
答
し
た
人
は
男

性
で　

・
７
％
で
し
た
。
一
方
女
性
は　

・

３７

５９

６
％
と
、
多
く
の
女
性
が
差
別
・
偏
見
を

感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

  
男
女
間
の
暴
力
は
？

　

同
じ
く　

年
度
に
行
っ
た
「
東
御
市
男

２１

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」

（
表
２
）
を
み
る
と
、
男
女
間
（
夫
婦
・

パ
ー
ト
ナ
ー
間
）
で
暴
力
を
受
け
た
経
験

が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
は
女
性　

・
２０

３
％
、
男
性
８
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
閣
府
が
行
っ
た
「
男
女
間
に
お
け
る
暴

力
に
関
す
る
調
査
（
平
成　

年
度
調
査
）」

２３

で
も
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
こ

と
が
「
何
度
も
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
人

が
女
性　

・
６
％
、
男
性
３
・
３
％
と
な
っ

１０

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
１
、
２
度
あ
っ
た
」

と
回
答
し
た
人
は
女
性　

・
３
％
、
男
性

２２

　

・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の
身

１５近
で
も
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
） ※
が
起
き
て
い
る
実
態
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
東
御
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
（
概
要
に
つ
い
て
は
市
報
と
う
み
６
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

計
画
に
も
と
づ
き
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
今
後
２
ヵ
月
に
１
回

の
連
載
で
、
基
本
計
画
の
う
ち
の
基
本
目
標
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
市
報
を
通
じ
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。



14（２０１２年１０月）

  
市
議
会
第
３
回
定
例
会

　
　
　
　
　

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

２３

　

８
月　

日
の
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、

１３

北
御
牧
庁
舎
内
の
議
場
か
ら
新
庁
舎
に
場

所
を
移
し
、
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
開

会
し
ま
し
た
。
新
庁
舎
の
議
場
は
以
前
の

旧
議
場
と
異
な
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配

慮
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
に
は
、
平
成　

年
度
の
一

２３

般
・
特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
認
定
の
ほ
か
、
平
成　

年
度

２４

一
般
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
３
件
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
３
件
等
、

そ
の
他
の
議
案
と
合
わ
せ　

議
案
を
上
程

１６

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
日
間
に
わ
た
り　
１０

名
の
議
員
が
個
人
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
が

１８
さ
れ
、
総
務
文
教
、
社
会
福
祉
、
産
業
建

設
の
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ

れ
た
議
案
及
び
陳
情
等
の
審
査
が
３
日
間

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
が
上
程
し
た
議
案　

件
は
す
べ
て
原

１６

案
可
決
及
び
承
認
が
さ
れ
、　

日
に
閉
会

２８

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細
や
新
し
い
議

場
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月
発
行
の
市
議

１１

会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

議
会
事
務
局

　
　

�　

－

５
８
１
０

６４

 
市
長
招
集
あ
い
さ
つ （
抜
粋
）

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
政
に
お
き
ま
し
て

は
、8
月　

日
に
、消
費
税
率
の
引
き
上
げ

１０

を
柱
と
す
る
「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改

革
関
連
法
」
が
可
決
、
成
立
致
し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
の
主
目
的
と
し
て
、
安
定
的

な
社
会
保
障
の
財
源
確
保
が
提
唱
さ
れ
て

お
り
、
国
の
赤
字
財
政
と 
云 
う
観
点
か
ら

い

避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
検
討
が
遅
れ
て
お
り
ま
す

社
会
保
障
制
度
改
革
に
係
る
今
後
の
議
論

の
深
ま
り
と
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
確
立
す
る
た
め
、
政
局
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
経

済
対
策
・
生
活
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
各

分
野
に 
亘 
る
施
策
が
、
よ
り
効
果
的
に
実

わ
た

施
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

選
挙
と
い
う
審
判
の
場
を
経
て
、
私
が

市
政
を
お
預
か
り
し
て
通
算
5
年
目
、
こ

の
間
、
行
政
の
継
続
性
を
旨
と
し
、
掲
げ

た
公
約
の
実
現
に
向
け
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
確
固
た
る
も
の
に
す
べ
く
、
様
々
な
施

策
へ
の
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
は
、
平
成　

年
度
に
実
施
致

２３

し
ま
し
た
事
業
の
決
算
の
認
定
を
お
願
い

致
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
補
正
予
算
と
条
例
の
一
部
改

正
に
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
施
策
に
関
す
る

私
の
考
え
の
一
端
を
示
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

（
中
略
）

　

国
政
や
県
政
の
重
要
な
転
換
期
に
当
た

り
、
常
に
停
滞
と
後
退
は
許
さ
れ
な
い
市

民
生
活
に
直
結
す
る
行
政
を
担
う
自
治
体

の
首
長
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
の
重
さ
と
果

た
す
べ
き
役
割
の
重
要
さ
を
再
認
識
致
し

て
お
り
ま
す
。

　

真
に
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
安
定
し

た
市
政
運
営
を
進
め
る
べ
く
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
つ
つ
、
現
下
の
情
勢
を

見
極
め
な
が
ら
、「
持
続
可
能
な
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
標
榜
し
、
最
善
の
選
択

肢
を
求
め
て
粛
々
と 
邁  
進 
し
て
ま
い
る
こ

ま
い 
し
ん

と
を
改
め
て
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
、

本
定
例
議
会
招
集
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
東
部
中
学
校

  
全
国
大
会
結
果
報
告

　

８
月　

〜　

日
に
か
け
て
神
奈
川
県
川

２１

２４

崎
市
な
ど
で
行
わ
れ
た
平
成　

年
度
全
国

２４

中
学
校
体
育
大
会
（
柔
道
）
で
、
男
子
個

人
戦　

㎏ 
級
小
林
燿
平
さ
ん
（
東
部
中
３

６０

年
）、
女
子
個
人
戦　
 
㎏ 
級
で
上
原
万
智

４４

子
さ
ん
（
同
中
３
年
）、
水
泳
女
子
２
０
０

メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
原
田
彩
音
さ
ん
（
同

中
３
年
）
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
を

み
せ
、
全
国
を
舞
台
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
上
原
さ
ん
は
、
昨
年
に
続
き
全

国
大
会
へ
出
場
し
、
前
回
大
会
２
回
戦
敗

退
の
雪
辱
を
果
た
し
、
見
事
３
位
に
輝
き

ま
し
た
。
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
た

上
原
さ
ん
は
「
最
初
の
う
ち
は
負
け
た
こ

と
が
悔
し
く
て
涙
し
た
け
ど
、
初
め
て
全

国
で
３
位
が
と
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

【
柔
道
】

　

男
子
個
人
戦　
　

㎏
級

６０

　
　

小
林　

耀
平 　
　

２
回
戦

　

女
子
個
人
戦　
　

㎏
級

４４

　
　

上
原
万
智
子　
　

３
位

　
【
水
泳
】

　

女
子
２
０
０
m
自
由
形

　
　

原
田　

彩
音　
　
　

位
２０
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　８月２６、２７日、浅間高原カントリー倶楽

部で第９回東御市市民ゴルフ大会が行われ、

今年は３３３名が参加しました。２７日のプ

レー後には表彰式が行われ、参加者の皆さ

んは健闘をたたえあい、親睦を深めました。

大会結果（新ぺリア方式）（敬称略）

○Ａクラス（グロス　～87）

ネットハンディ
キャップグロス氏　　名順位

67.87.275白倉　英明優　勝

69.018.087森田　久敬準優勝

69.43.678小林　哲也３　位

ネットハンディ
キャップグロス氏　　名順位

69.819.289井出　　彦優　勝

69.825.295岩下　　学準優勝

71.626.498唐沢　光章３　位

ネットハンディ
キャップグロス氏　　名順位

71.228.8100油井今朝幸優　勝

71.632.4104石塚　政温準優勝

71.831.2103東城　正彦３　位

○Ｂクラス（グロス88～98）

《シニアの部》

　優　勝　岩下　　学　（95／  25.2／  69.8）

《レディスの部》

　優　勝　原田　茂子　　（82／10.8／71.2）

《ベストグロス賞》

　保科　俶教　　　　　　（71／  36／  35）

　金本　久吉　　　　　　（71／  35／  36）

○Cクラス（グロス99～）

記　録学校等氏　　名種　　目　　名

59秒39東部中渡辺　聖也中学生男子１００Ｍ自由形

１分00秒90東部中原田　彩音中学生女子１００Ｍ自由形

32秒04一　般藤井　祐司一般男子Ａ５０Ｍ自由形 

32秒47アクティブセンター横井　潤二一般男子Ｂ５０Ｍ自由形 

34秒50アクティブセンター熊谷　莉恵一般女子A50M自由形

43秒03田中小山浦　颯斗小学生５年男子５０Ｍ自由形

44秒07田中小石和　冴香小学生５年女子５０Ｍ自由形

37秒34田中小小林　秀人小学生６年男子５０Ｍ自由形

37秒86祢津小土屋　朋未小学生６年女子５０Ｍ自由形

54秒75祢津小望月　勝統小学生５年男子５０Ｍ平泳ぎ

55秒15田中小石和　冴香小学生５年女子５０Ｍ平泳ぎ

50秒20北御牧小青木　薫仁小学生６年男子５０Ｍ平泳ぎ

58秒31和　小阿部　祐佳小学生６年女子５０Ｍ平泳ぎ

41秒85一　般藤井　祐司一般男子Ａ５０M平泳ぎ 

40秒00一　般滝沢　英明一般男子Ｂ５０M平泳ぎ

49秒50アクティブセンター熊谷　莉恵一般女子Ａ５０M平泳ぎ 

１分16秒74東部中渡辺　聖也中学生男子１００Ｍ平泳ぎ

１分19秒57東部中原田　彩音中学生女子１００Ｍ平泳ぎ

　３分08秒14田中小小学生５年
男子２００Ｍリレー 荻原　　駿山浦　颯斗石田　　要間島　　亮

　２分57秒92田中小小学生６年
男子２００Ｍリレー 小林　秀人渡邉　瑞樹鍵山　泰輝古屋　俊輔

　２分13秒31東部中男子Ａ中学・一般
２００Ｍリレー 小林　碧人渡辺　聖也山崎　達寛岡部　圭吾

　８月２５日、市民プールで第９回東御市水泳大会が行われました。

　大会中、参加した皆さんの気迫のこもった力強い泳ぎに、水面

からは大きな水しぶきがあがりました。各種目の優勝者は次の通

りです。　　　　　　　　　　（記録太字は大会新記録）（敬称略）

グロス 　ハンデ 　　ネット 

グロス　ハンデ　 ネット

グロス　アウト　  イン 

▲牛山教育長によるスタート前の始球式
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誕生日おめでとう！（ 10 月生まれ）

 丸  山 　 莉  夢 くん （加沢）
まる やま らい む

（１歳、H２３．１０．１１生）

　らいくん、１歳のお誕生日おめでとう

�よく食べ、よく寝て、いつもニコニコ

笑顔ならいくん！お姉ちゃんといっぱい

遊んですくすく元気に育ってね�

 中  田 　 彰  人 くん （田中）
なか た あき と

（２歳、H２２．１０．６生）

　バナナ大好きあちゅくんです♪ねぇね

のマネして何でもトライ！怒られる事も

あるけれど、それでもボクはめげないゾ

☆彰人、２歳のお誕生日おめでとう�

 青  木 　 湊  音 くん  （片羽）
あお き みな と

（１歳、H２３．１０．１２生）

　１歳おめでとう�湊音の成長がとても

嬉しいよ�得意のいないいないばあは首

がとれそう�（笑）元気いっぱい大きく

な～れ�

 宮  澤 　 一  晟 くん （新屋）
みや ざわ いっ せい

（１歳、H２３．１０．２８生）

　一晟�１歳のお誕生日おめでとう�こ

れからも、お姉ちゃんと仲良く遊んで元

気な男の子になってネ�

 柘  植 　 新  太 くん （加沢）
つ げ あら た

（１歳、H２３．１０．５生）

　新太１歳のお誕生日おめでとう。新太

の笑顔にみんな癒されています。これか

らもいっぱい遊んで元気な男の子に育っ

てね。

 佐  藤 　 香  織 ちゃん （常田）
さ とう か おり

 （２歳、H２２．１０．２０生）

　香織おめでとう�お父さんもお母さん

も、お兄ちゃんもお姉ちゃんも、かお

ちゃんの笑顔に毎日パワーをもらってま

す�これからも我が家のムードメーカー

として元気に育ってね♪

 北  村 　 優  奈 ちゃん （金井）
きた むら ゆ な

（３歳、H２１．１０．２生）

　優奈�お誕生日おめでとう！歌がとっ

ても上手でいつもみんなを元気にしてく

れてありがとう�これからも笑顔いっぱ

いのまま大きくなぁれ�

 花  岡 　 蒼  空 くん （リードリーくらかけ）
はな おか そ ら

（２歳、H２２．１０．２９生）

　蒼空�お誕生日おめでとう。沢山いろ

んな事が出来るようになったね。乗り物

のおもちゃで遊ぶ姿を見てパパもママも

とてもいやされるよ�大好きなお姉ちゃ

んといつまでも仲良くね。

 大  崎 　 智  哉 くん （大石）
おお さき とも や

 （２歳、H２２．１０．３１生）

　Happy Birthday�ともちゃん�バイク

大好き智哉。いつかパパとツーリングに

行けるのを今から楽しみにしているよ。

優しい男の子に成長してね�

 小  山 　 颯  太 くん （加沢）
こ やま そう た

（３歳、H２１．１０．８生）

　３歳のお誕生日おめでとう�これから

もいっぱい食べていっぱい遊んで、妹想

いの優しい子に育っていってね。

 木  次 　
き つぎ

 赳 
きゅう

 乎 くん （乙女平）
や

（３歳、H２１．１０．２生）

　３歳おめでとう�ジャンプ大好き！お

しゃべり大好き！やんちゃ盛りのきゅう

や�そんなきゅうやが大好きだよ�

 金  井 　 啓  斗 くん （祢津南）
かな い けい と

（３歳、H２１．１０．２８生）

　啓ちゃん、３歳のお誕生日おめでとう

�にぃにと仲良く、これからもうれしい

こと、楽しいこといっぱいして、元気に

成長していこうね�

☆募集します!!☆ （対象者１１月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。締め切りは、１０月１２日 （金） 必着。
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いいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななごごごごごごごごごごごごごごごごのののののののののののののののの佃佃佃佃佃佃佃佃佃佃佃佃佃佃佃佃煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮いなごの佃煮
　10月は農家にとって大変忙しい収
穫の時期です。いなごは稲刈り後の水
田からたくさん捕獲でき、昔から不足
がちなたんぱく質・カルシウム補給源
として利用されてきました。現在でも
佃煮にして食用にすることが多く、珍
味とされています。

●材料 
いなご …………………………… 500g
醤油 ……………………………… 50㏄
みりん …………………………… 25㏄
砂糖 ……………………………… 100g
酒 ………………………………… 50㏄
塩 ……………………………… 小さじ1

●作り方
①いなごは熱湯をかけ、足と羽を取り、
よく水洗いをし、水切りをする。

②熱したフライパンにいなごを入れ、
弱火で3～5分空煎りする。

③鍋に砂糖・醤油・酒を入れて煮立て、

いなごを入れ、強火で煎り煮する。
④汁気がなくなる直前に、みりんを入
れて照りをだす。
⑤汁気がなくなったら火を止めて塩を
からめる（カリッとする）。

 上  原 　 恵  実  保健師
うえ はら え み

東御市の死亡原因のトップは がん�
●平成23年度　東御市　65歳未満の死亡原因　　　　

　第１位　がん
　第2位　心疾患

　第3位　肝疾患、自殺

定期的ながん検診が必要です
　一生のうちに２人に1人は何らかの“がん”になり、3人に１人が“がん”で亡くなると言われている時代です。

進行がんになる方や亡くなる方をなくすためには、自覚症状がないうちに定期的にがん検診を受けて早期発見、

早期治療に結びつけることが大切です。救える命を守りましょう！そして、もし自覚症状があれば、ためらわず

医療機関を受診しましょう。

　がん検診は、特定健診と違い、加入保険に関係なく市民の皆様にお受けいただける検診です。

●今からでもお申込みいただけるがん検診は、
　①婦人科検診（子宮 頸 がん検診）、　②乳がん検診(マンモグラフィ検査)、

けい

　③肺がん検診（らせんＣＴ検査）、　④前立腺がん検診です。　

　※大腸がん検診（便潜血反応検査）は直接市内指定医療機関で受診できます。

生活習慣の改善で予防できるがんもあります
　今まで“がん”は、原因が多岐にわたるため予防が難しいと言われてきましたが、近年では、生活習慣の中に

“がん”を発症させる原因が潜んでいることも明らかになってきています。6～7割の生活習慣の見直しで、“がん”

は予防できると考えられています。また、生活習慣病予防にもつながります。

●がんになりやすい生活習慣
・喫煙（受動喫煙を含む）→主に肺がん、胃がん、すい臓がん、子宮頸がん、食道がん

・脂肪の多い食事　→大腸がん　　　・野菜（食物繊維）の不足　→大腸がん

・塩分の多い食事　→胃がん　　　　・過剰飲酒　→胃がん、食道がん

・運動不足　　　　→大腸がん　　　・肥満　→乳がん・子宮体部がん

自分自身やあなたを必要とする人のためにも、がん検診を受けましょう！
●問い合わせ先　健康保健課　健康増進係　�64－8883

�

●問い合わせ先　東御市食生活改善推進協議会事務局（健康保健課　健康増進係）　�64－8883
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祢
津
児
童
ク
ラ
ブ
は
周
囲
に
、

東
御
中
央
公
園
、
湯
の
丸
高
原
、

大
日
堂
な
ど
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
的
に
も
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
年
度
、

祢
津
小
学
校
は
１
２
０
周
年
を
迎

え
、
様
々
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ

と
て
も
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
仲
間
は
、
１
年

生
８
名
・
２
年
生
６
名
計　

名
と

１４

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
先

輩
達
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
ク

ラ
ブ
で
の
き
ま
り
を
２
年
生
が
１

年
生
に
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い

る
姿
、
１
年
生
が
素
直
に
聞
い
て

い
る
様
子
を
見
て
い
る
と
兄
弟
の

よ
う
で
毎
日
過
ご
す
ク
ラ
ブ
が
一

つ
の
家
族
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

今
年
の
夏
休
み
に
は
バ
ス
ハ
イ

キ
ン
グ
で
地
元
祢
津
に
あ
る
「
四

季
の
森
」
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で

き
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
で
い
つ

も
以
上
に
輝
き
を
増
し
た
子
ど
も

た
ち
の
目
、
は
じ
け
ん
ば
か
り
の

笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

こ
の
自
然
と
の
対
話
が
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
こ
れ
か
ら
の
力

と
な
る
事
を
望
み
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
祢
津
児
童
ク
ラ
ブ

は
保
護
者
の
方
々
、
学
校
の
先
生

方
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▲元気いっぱいです

▲ハイキング楽しかったよ

 
百
二
十
周
年
を

 
迎
え
た
祢
津
小
学
校

　
　
　

祢
津
小
学
校
六
年

　
 
金  
井 　
 
沙  
和 　

か
な 

い 

さ 

わ

　

祢
津
小
学
校
は
、
百
二
十
周
年

に
ち
な
ん
だ
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
九
月
一
日
に
は
、
P
T
A
の

方
々
が
中
心
と
な
っ
て
バ
ザ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。
衣
服
や
食
器
な

ど
た
く
さ
ん
の
物
が
売
ら
れ
ま
し

た
。

　

九
月
二
十
二
日
に
は
、
百
二
十

周
年
記
念
運
動
会
も
あ
り
、「
じ
ょ

う
祢
津
、
全
力
１
２
０
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
向
か
っ
て
、
練
習

に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

 
交
流
を
深
め
る

　
　
　
　

兄
弟
学
級

　
　
　

祢
津
小
学
校
六
年

　
 
矢  
島 　
 
聖  
成 　

や 

じ
ま 

せ 

な

　

祢
津
小
学
校
で
は
、
一
年
生
と

六
年
生
、
二
年
生
と
四
年
生
、
三

年
生
と
五
年
生
で
兄
弟
学
級
と
な

り
、
全
校
の
み
ん
な
が
仲
良
く
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
兄
弟
学
級
の
中
で
ペ
ア
を
組

ん
で
、
春
に
は
お
花
見
を
し
な
が

ら
の
青
空
給
食
や
、
六
月
と
十
一

月
に
あ
る
児
童
集
会
で
は
、
○
×

ク
イ
ズ
や
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
な

ど
を
や
っ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

 
二
学
期
の
目
標

　
　
　

東
部
中
学
校
三
年

　
 
田  
中 　
 
伶  
奈 　

た 

な
か 

れ
い 

な

　

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
夏
休
み
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
ま
し
た
か
。

　

私
は
、
さ
ま
ざ
ま
競
技
を
見
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
試
合
で
、
二
十
八
年
ぶ
り
に
メ

ダ
ル
を
取
っ
た
こ
と
で
す
。

　

メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に

に
、
毎
日
精
一
杯
努
力
し
て
、
ボ

ー
ル
を
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
心
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
姿
を
見
て
、
私
の
二
学

期
の
目
標
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

受
験
に
向
け
て
日
々
、
努
力
、

勉
強
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

一
学
期
は
、
友
達
が
勉
強
を
始

め
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
手
に
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

毎
日
の
復
習
を
大
切
に
し
て
、

周
り
に
関
係
な
く
自
分
か
ら
進
ん

で
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
自
己
表
現
を
き
ち
ん

と
し
た
い
で
す
。

　

授
業
で
は
は
ず
か
し
く
て
手
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け

ど
、
積
極
的
に
発
言
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

　

受
験
が
終
わ
っ
た
と
き
、
自
分

に
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
な
努
力

を
し
た
い
で
す
。

▲バザーのようす

▲にぎわいました
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とうみ

 「
安
全
な
食
材
を
学
校
給
食
へ
」 の

　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み 

北
御
牧
母
親
連
絡
会　

小
山
美
智
子 

 
き
っ
か
け

　

今
の
活
動
を
始
め
た
の
は
、
あ

る
集
会
で「
学
校
給
食
が
危
な
い
」

と
い
う
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。「
子
ど
も
た

ち
に
安
全
な
も
の
を
食
べ
さ
せ
る

た
め
に
、
自
分
た
ち
で
無
農
薬
野

菜
を
作
り
給
食
で
使
っ
て
も
ら
お

う
」
と
早
速
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
当
時
の
北
御
牧
給
食
セ
ン

タ
ー
の
金
井
栄
養
士
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
、
話
し
合
い
を
し
た
り
、

県
有
機
農
業
研
究
会
へ
参
加
し
た

り
、
視
察
や
経
験
者
の
話
を
聞
く

こ
と
を
通
じ
、
有
機
無
農
薬
野
菜

作
り
の
学
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

 
は
じ
め
て
の

　
　

給
食
食
材
納
入

　

初
年
度
、
仲
間
の
畑
を
借
り
、

北
御
牧
の
特

産
で
も
あ
り
、

給
食
で
一
番

使
用
さ
れ
て

い
る
じ
ゃ
が

い
も
を
会
員

総
出
で
播
き

つ
け
ま
し
た
。

　

想
像
以
上
に
大
量
発
生
の
テ
ン

ト
ウ
虫
に
悪
戦
苦
闘
の
末
、
１
ト

ン
も
の
見
事
な
じ
ゃ
が
い
も
が
収

穫
で
き
た
喜
び
は
格
別
で
し
た
。

早
速
、
そ
の
年
の
２
学
期
か
ら
給

食
セ
ン
タ
ー
へ
納
入
を
始
め
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
、
会
員
み
ん
な
の
共

同
作
業
で
作
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
の

他
に
、
個
々
で
作
る
玉
ね
ぎ
、
に

ん
じ
ん
、
大
根
な
ど
種
々
の
野
菜

も
、
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
納
入
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
現
在
で
は　
３０

品
目
ほ
ど
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
無
農
薬
は
理
想
で
す
が
、

周
り
の
畑
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
、

当
面
は
使
用
基
準
を
決
め
、
無
・

低
農
薬
栽
培
と
し
ま
し
た
。

 
評
価
さ
れ
た
活
動

　

し
ば
ら
く
し
て
、
地
産
地
消
や

食
育
と
盛
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、
平
成　

年
度
農
山

１５

漁
村
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
表
彰

で
は
、
集
大
成
と
も
い
え
る
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
、
活
動
へ
の

大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

 
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

　

児
童
と
の
関
わ
り
も
だ
ん
だ
ん

に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
朝
会

で
野
菜
作
り
の
話
を
し
た
り
、
農

作
業
体
験
を
受
け
入
れ
た
り
、
地

域
講
師
と
し
て
み
そ
作
り
等
の
お

手
伝
い
も
し
ま
す
。

　

こ
ん
な
可
愛
い
お
手
紙
が
活
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
給
食
週
間
に
合
わ
せ
交
流

給
食
会
に
招
待
さ
れ
、
共
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
の
も
恒
例
と
な

っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
知
る
良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、　

年
近
く
活
動
を

３０

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
給
食
現

場
の
栄
養
士
さ
ん
・
調
理
員
さ
ん

が
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
こ
と
、

家
族
の
協
力
等
周
り
の
応
援
、
そ

し
て
な
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
で
す
。

 
想
い
つ
な
げ
る

　
　

役
割
を
担
っ
て

　

安
全
な
食
材
を
学
校
給
食
に
提

供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
後
継
者

の
育
成
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
出
来
る

ま
で
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

と
う
み
食
育

　

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　

（
健
康
保
健
課　

健
康
増
進
係
）

　

�　

－

８
８
８
３

６４

は
じ
め
て
み
そ
し
こ
み
体
け
ん
を
や
っ

た
時
は
、
う
ま
く
で
き
る
か
心
ぱ
い

だ
っ
た
け
ど
、
母
親
れ
ん
ら
く
会
さ
ん

が
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

北御牧小学校２年松組・竹組より
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

  
注
文
し
て
い
な
い
の
に

　
　
　

商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
！

〈
事
例
１
〉

　

夫
が
生
前
に
契
約
し
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
業
者
が
、
電
話
で
「
通
常
価
格
よ
り

安
く
す
る
か
ら
」
と
健
康
食
品
を
勧
め
て

き
た
。
す
で
に
常
用
し
て
い
る
健
康
食
品

が
あ
る
か
ら
と
断
っ
た
の
に
、
後
日
商
品

が
送
ら
れ
て
き
た
。

〈
事
例
２
〉

　

「
以
前
（
数
ヵ
月
以
上
前
）
に
注
文
を

い
た
だ
い
た
商
品
が
間
に
合
っ
た
の
で
明

日
送
り
ま
す
。」と
突
然
名
指
し
で
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。
注
文
し
た
覚
え
が
な
い

こ
と
を
伝
え
る
と
、「
確
か
に
注
文
を
も

ら
っ
て
い
る
。
３
箱
注
文
を
も
ら
っ
て
い

る
が
２
箱
は
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
の
で
１
箱

は
購
入
し
て
ほ
し
い
。」と
言
っ
て
強
引
に

購
入
を
迫
ら
れ
た
。

　
 
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

・
健
康
食
品
な
ど
の
電
話
勧
誘
販
売
で
、

「
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
品
が
送

ら
れ
て
き
た
」「
買
う
と
は
言
っ
て
な
い

の
に
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
た
」
な
ど

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
消
費
者
が
承
諾
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
一
方
的
に
商
品
を
送
り
付
け
ら

れ
た
場
合
、
代
金
支
払
い
の
義
務
は
な

く
、
受
け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

・
勧
誘
さ
れ
て
も
必
要
な
け
れ
ば
は
っ
き

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
業
者

名
や
連
絡
先
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

・
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
て
も
、
安
易
に

受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係

ま
た
は
、
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環

境
係
に
、
火
・
水 
（
祝
日
除
く
）
の
午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消

３０

費
生
活
相
談
員
が
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

・
市
民
課　

生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

・
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

（
火
・
水
の
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

　
　
　
　
　
　
　
  　
　

午
後
５
時
ま
で
）

　
　

�
０
９
０－

５
５
８
０－

１
７
０
２

　

・
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　

滋
賀
県
大
津
市
で
い
じ
め
が
原
因
と
思

わ
れ
る
中
学
生
の
自
殺
事
件
が
あ
り
、
学

校
な
ど
い
じ
め
事
件
に
関
わ
る
関
係
機
関

で
の
対
応
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
じ
め

は
、
い
じ
め
る
側
の
心
が
原
因
で
引
き
起

こ
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
の
人
に
指
摘
さ
れ
、

い
じ
め
を
す
る
側
の
人
間
が
自
分
を
肯
定

で
き
る
気
持
ち
が
持
て
な
く
て
、
い
じ
め

の
相
手
を
見
つ
け
、
心
の
不
満
を
癒
す
た

め
の
行
為
で
す
。
誰
で
も
大
な
り
小
な
り

自
分
に
対
す
る
不
満
な
部
分
は
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
い
じ
め
の
要
因
と
な
る
要

素
は
常
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
不
満
な
部
分
を
ど
う
乗
り
越
え

る
か
に
よ
っ
て
、
い
じ
め
に
走
る
の
か
、

自
分
の
可
能
性
に
立
ち
向
か
う
の
か
の
違

い
が
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
た
南
ア
フ
リ
カ
の
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ス

ト
リ
ウ
ス
選
手
は
、
足
の
両
す
ね
の
骨
を

欠
い
て
生
ま
れ
、
ほ
ど
な
く 
膝 
か
ら
下
を

ひ
ざ

切
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
義
足
を
つ
け
て

　

代
か
ら
陸
上
競
技
短
距
離
の
練
習
を
始

１０め
、
過
去
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
敵
な

し
の
実
力
で
、
練
習
に
練
習
を
重
ね
て
義

足
と
自
分
の
肉
体
と
の
一
体
感
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
義
足
の
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
は
史
上
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
、
男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
で
準
決

勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

「
差
別
す
る
」
と
言
う
と
き
、
差
別
す
る

人
が
い
て
、
差
別
を
受
け
る
人
が
別
に
い

る
と
い
う
考
え
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

実
は
自
分
で
自
分
を
差
別
す
る
と
い
う
差

別
が
あ
る
の
で
す
。「
ど
う
せ
自
分
は
」
と

決
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
自
分
を
差
別
し
、

自
分
の
可
能
性
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
ス
カ
ー
・
ピ

ス
ト
リ
ウ
ス
選
手
が
自
分
は
足
を
切
断
し

て
し
ま
っ
た
人
間
だ
か
ら
だ
め
な
人
間
な

の
だ
と
自
分
を
差
別
し
て
し
ま
っ
て
い
た

ら
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
彼
の
生
き
方

も
全
く
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
と
し
て
は
不
満
足
だ
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
物
差
し
に
し
て
自
分
を
差
別
し

て
い
る
自
分
が
い
な
い
か
、
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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とうみ

に
健
康
長
寿
を
目
指
す
た
め
の
「
生
活
の

コ
ツ
」や「
足
腰
体
操
」を
そ
の
場
で
実
践
・

体
感
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

現
在
、
足
腰
を
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
な
く

　

歳
に
突
入
す
る
世
代
が
増
え
て
い
ま
す
。

６０
　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
東
御
市
で
実
施
し

て
い
る
「
健
脚
度
測
定
会
」
の
予
約
を
し

て
、
足
腰
の
衰
え
を
予
防
・
改
善
・
維
持

す
る
た
め
の
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
健
脚
度
測
定
会
」
ご
案
内

※
お
一
人　

〜　

分
で
実
施
で
き
ま
す
。

２０

３０

日　

程：

　

月　

日（
月
）（
午
前
・
午
後
）

１０

１５

　
　
　
　
　
　
　

日 （
月
）（
午
前
・
午
後
）

２２

　
　
　
　
　
　
　

日（
木
）（
午
前
）

２５

会　

場：

い
ず
れ
も
祢
津
公
民
館
2
階

連
絡
先：

�　

－

5
0
0
0　

６４

　
　
　
　

東
御
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　
　
　
　

ー
ま
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
健
康
長
寿
で
元
気
に
暮
ら
す

　

「
健
康
寿
命
」
と
は
、
介
護
を
受
け
た
り

寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
、
日
常
生
活

を
自
立
し
て
健
康
的
に
生
活
で
き
る
期
間

の
こ
と
で
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
か
ら
、

男
性
は
、
平
均
寿
命　

・　

歳
に
対
し
て
、

７９

５５

健
康
寿
命　

・　

歳
、
女
性
は
、
平
均
寿

７０

４２

命　

・　

歳
に
対
し
て
、
健
康
寿
命　

・

８６

３９

７３

　

歳
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
差
、
男
性

６２で
９
年
、
女
性
で　

年
以
上
、
介
護
や
何

１２

ら
か
の
人
の
手
が
必
要
と
な
る
期
間
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
き
い
き
と
元
気
に
暮
ら
す
健
康
長
寿

を
獲
得
す
る
た
め
に
は
「
ひ
と
り
で
歩
け

る
こ
と
」
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ま
ず
「
健
脚
度

測
定
会
」
へ
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

「
健
脚
度
測
定
」
と
は
、「
歩
く
」「
ま

た
ぐ
」「
昇
っ
て
降
り
る
」
と
い
う
生
活

の
な
か
で
の
移
動
動
作
と
バ
ラ
ン
ス
能
力

を
測
定
・
評
価
し
ま
す
。「
老
化
は
脚
か

ら
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
足
の
衰
え
を

自
分
で
感
じ
て
は
い
て
も
、
健
脚
度
測
定

で
客
観
的
に
自
分
の
脚
を
見
つ
め
直
す
こ

と
で
、「
足
腰
の
大
切
さ
！
」
を
改
め
て
知

る
・
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
結
果
を
も
と

�

　

８
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、

２０

２２

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を

受
け
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
を
、
有
志　

名
１６

で
訪
問
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
社
協
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
計

画
を
進
め
、
現
地
で
は
３
班
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
保
育
所
と
仮
設
住
宅
を
訪
問
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
訪
れ
た
の
は
、

園
児　

名
ほ
ど
の
、
高
台
に
位
置
す
る
保

６０

育
所
で
し
た
。
み
ん
な
で
一
緒
に
歌
い
、

指
遊
び
な
ど
を
し
て
か
ら
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
。
S
さ
ん
の
手
さ
ば
き
口
さ
ば
き

に
、
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
し
か
机
の
前
ま

で
、
に
じ
り
寄
っ
て
来
て
い
ま
し
た
。

　

大
満
足
の
子
ど
も
た
ち
と
お
別
れ
し
て
、

今
度
は
仮
設
住
宅
な
の
で
す
が
、
い
ざ
目

指
し
て
み
る
と
地
元
の
方
で
も
な
か
な
か

そ
の
場
所
が
分
か
ら
ず
、
３
箇
所
を
探
し

当
て
る
ま
で
の
運
転
手
さ
ん
の
ご
苦
労
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
震
災
の
夜
、

火
災
が
発
生
し
た
鹿
折
地
区
の　

世
帯
の

１５

皆
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
み
ん

な
で
歌
を
歌
い
、
和
や
か
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
。
こ
こ
で
も
大
喝

采
を
受
け
、
大
い
に
笑
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
久
し
ぶ
り
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
を
聞

い
て
嬉
し
い
」と
話
さ
れ
る
人
。「
津
波
が

来
た
と
き
に
は
、
お
医
者
さ
ん
に
行
く
時

に
持
っ
て
い
く
小
さ
な
カ
バ
ン
だ
け
を

持
っ
て
逃
げ
た
」と
語
る
お
年
寄
り
。「
鹿

折
は
危
険
地
帯
だ
か
ら
家
を
建
て
ら
れ
な

い
っ
て
い
う
け
ど
、
ま
た
あ
そ
こ
に
住
み

た
い
」
と
繰
り
返
す
人
。

　

お
話
は
尽
き
ず
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る

思
い
で
集
会
所
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
見
通
し
の
立
た
な
い
生
活
を
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
で
す
が
、
仲
が
よ
く
笑
顔

が
優
し
く
、
逆
に
私
た
ち
が
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
訪
問
を
通
じ
、
今
回
だ
け
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
継
続
的
に

交
流
す
る

こ
と
が
必

要
で
は
な

い
か
と
の

思
い
を
強

く
し
て
帰

途
に
着
き

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
被
災
地
支
援
の
た
め
、
気

仙
沼
を
訪
れ
た
市
内
の
有
志
団
体
の
皆
さ

ん
か
ら
の
寄
稿
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
同
様
の
支
援
を
さ
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
の
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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〈広告欄〉　

 １０月の納税 （納期限10月31日）

�市県民税（普通徴収）（３期）

�国民健康保険税（普通徴収）（５期）

�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（４期）

�介護保険料（普通徴収）（４期）

こちら119（東御消防署）

前 年 比１月からの累計

－２３件94件１１件件数

－２５名１２６名１５名傷者

―０名０名死者

市内交通事故統計　８月分　　　　　　

※カッコは１月からの累計

　＝８月の出動件数＝

火災  ０件（１０件）　　救急  123件（810件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成23年８月平成24年８月

36.9℃（１０日） 35.1℃（１６日） 最高気温

17.3℃（２０日） 16.9℃（８日） 最低気温

24.6℃　　　　26.0℃　　　　平均気温

75.5％　　　　68.3％　　　　平均湿度

183.0㎜　　　　88.5㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器は設置されていますか？
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

 ８月31日現在

転職･退職したときの手続きについて
　健康保険(協会けんぽ･健康保険組合)及び厚生年金

保険に加入している被保険者(第2号被保険者)が適用

事業所を退職して自営業者等になった場合には、医療

保険は国民健康保険等に、年金保険は国民年金に切り

替える必要があります。

　また、その被扶養配偶者(第2号被保険者に扶養され

ている配偶者)となっていた方は国民健康保険等への

加入手続きとあわせて、国民年金を「第3号被保険者(

第2号被保険者に扶養されている配偶者)」から「第1

号被保険者(国民年金加入者)」へ切り替える手続きを

する必要があります。

　厚生年金保険加入者が転職して、引き続き健康保険

(協会けんぽ･健康保険組合)及び厚生年金保険の適用

事業所に勤務した場合、その被扶養配偶者となってい

た方は、条件を満たす場合、再び被扶養配偶者となる

ことができます。この場合、適用事業所を通じて健康

保険の被扶養配偶者と国民年金第3号被保険者となる

ための手続きを行います。

（例）夫が転職･退職したときの妻の手続き

●問い合わせ先
　　小諸年金事務所　　　�0267－22－1080
　　市民課　国保年金係　�62－1111(代表)

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

夫が適用事業
所に勤務しな
い場合　　　

夫が適用事業所に
転職した場合

(健康保険･厚生年金に加入)夫が転職・退
職する前の妻
の加入制度　 妻が被扶養配

偶者になれな
い場合　　　

妻が被扶養配
偶者になれる
場合　　　　

国民健康
保険等　

国民健康
保険等　

健康保険の被
扶養配偶者　

健康保険の
被扶養配偶
者　　　　

保　

険

国民年金
第１号被
保険者　

国民年金
第１号被
保険者　

国民年金
第３号被
保険者　

国民年金第
３号被保険
者　　　　

年　

金



27.331876.491849.161866.26
４月
～
８月

2388.092339.23
９月
～
３月

－－4237.254205.49合計

23 （２０１２年１０月）

とうみ

〈広告欄〉

共
有
で
所
有
し
て
い
る
土
地
の

固
定
資
産
税
を
持
分
割
合
に
応

じ
て
支
払
い
た
い
の
で
す
が

Ｑ

私
は
、
土
地
を
兄
と
２
人

の
共
有
で
所
有
し
て
お
り
ま
す

が
、
持
分
が
２
分
の
１
ず
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
送

ら
れ
て
く
る
納
税
通
知
書
を
２

分
の
１
ず
つ
の
税
額
に
し
て
別

々
に
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
出

来
ま
す
か
？

Ａ

共
有
物
の
所
有
者
は
、「
連

帯
し
て
納
税
義
務
を
負
う
」
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
、

お
２
人
で
そ
の
土
地
の
固
定
資

産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
納
税
通
知
書

の
分
割
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

共
有
物
の
固
定
資
産
税
に
滞
納

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
共
有
者

全
員
の
方
に
督
促
状
の
送
付
や

資
産
の
差
押
え
な
ど
に
発
展
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
共

有
物
の
納
税
管
理
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
ら

Ｑ

固
定
資
産
税
の
所
有
者
で

 
ご
み
の
量
が
ま
た
増
え

て
い
ま
す
！

　

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　

前
回
の
９
月
号
で
平
成　

年
度

２３

の
ご
み
の
量
が
増
え
た
こ
と
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
も

２４

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
ヵ
月
分

と
昨
年
の
同
時
期
で

比
較
す
る
と
、
前
年

よ
り
も
さ
ら
に
ご
み

の
量
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

上
田
地
域
広
域
連

合
で
計
画
し
て
い
る

資
源
循
環
型
施
設
の

建
設
計
画
は
、
一
日

当
た
り
の
焼
却
炉
の

処
理
能
力
を
１
５
０

ト
ン
と
決
め
、
構
成

市
町
村
が
可
燃
ご
み

を
そ
れ
ぞ
れ
減
量
さ

せ
て
持
ち
込
む
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
御
市
は
年
間
で
３
、

８
４
６
ト
ン
を
目
標

値
と
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
と

２３

比
較
し
て
、
１
年
間
で
３
９
１
ト

ン
を
減
量
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
環
境
負
荷
を

増
や
し
、
市
の
経
費
も
増
大
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
可
燃
ご
み
の
袋
の
値

段
が
高
す
ぎ
る
」
と
の
ご
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
み
の
分
別
と
減
量
を
徹
底
す
る

た
め
、
現
在
の
金
額
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
可
燃
ご
み
の
袋
の
値
段

を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
家

計
へ
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
今
以
上
に
負
担
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
も
、
さ
ら
に
ご

み
の
徹
底
分
別
と
減
量
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
 TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ
（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
 NNNNNNNNNNoooooooooo..........99999999995555555555No.95

クリーンリサイクル係  �63-6814

月ごとの旧東部町地区（東部クリーンセンター）の
燃やせるごみの量 （単位：トン）

24－23平成24年度平成23年度平成22年度

18.49333.72315.23333.62４月

1.41378.96377.55349.98５月

△13.37346.72360.09362.67６月

27.86384.37356.51383.66７月

△7.06432.72439.78436.33８月

目標：昨年よりも　　　
　　　減らしましょう！

あ
る
私
の
夫
が
今
年
５
月
に
亡

く
な
っ
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

Ａ

所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
、
法
務
局
で
相
続
登
記
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
今
年
中
に
相
続

登
記
が
完
了
す
れ
ば
翌
年
度
か

ら
登
記
名
義
人
の
方
に
課
税
い

た
し
ま
す
。

　

登
記
が
終
わ
ら
な
い
場
合
は
、

法
定
相
続
人
の
方
全
員
が
連
帯

し
て
納
税
義
務
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
市
役

所
に
『
相
続
人
代
表
者
指
定
届

出
書
』
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
に
代
わ
り
納
税
通

知
書
を
受
け
取
り
、
納
付
い
た

だ
く
方
の
代
表
者
を
相
続
人
の

中
か
ら
決
め
て
い
た
だ
く
書
類

と
な
り
ま
す
。
年
末
ま
で
に
、

登
記
を
完
了
し
て
い
な
い
方
に

は
『
相
続
人
代
表
者
指
定
届
出

書
』
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課　

資
産
税
係

　
　

�　

－
１
１
１
１ （
代
表
）

６２
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（２０１２年１０月）

晴れ渡る秋空の下賑やかに
第21回巨峰の王国まつり開催

　９月１５・１６日の２日間にわたり、中央公園一帯で第２１回
巨峰の王国まつりが開催されました。今年は天候にも恵ま
れ、２日間で約41,800人が会場を訪れ、東御の巨峰を買
い求めるなど列を作り、巨峰の試食をするなどして、秋の
一日を楽しんでいました。初日、家族で初めて訪れた桜井
雅彦さん（上田市）は、「東御にこんないい場所があるこ
とを初めて知った。巨峰がおいしいので１ケース買いまし
た」と笑顔で話していました。
　また今年もおなじみの巨峰の無料プレゼントや王国大抽
選会、またステージでは様々な団体の皆さんによるパ
フォーマンスなどが、来場者の皆さんを楽しませる企画が
盛りだくさんで、賑やかな２日間となりました。

もしもの時に備えて 市地震総合防災訓練
　９月２日、市内各地で市地震総合防災訓練が行われました。
　各区の住民をはじめ、消防団などから約5,800人が参加し、昨
年以上の参加者からも、市民の皆さんの日頃からの防災意識の高
まりの感じられる訓練となりました。また避難指示など住民への
緊急情報は、昨年にオフトーク通信・有線放送が廃止となったた
め、今年はエフエムとうみの緊急告知放送による緊急防災ラジオ
の活用と市役所からのメール配信サービスのほか、消防団積載車
による広報活動が行われました。
　訓練では東海地域に大型の地震が発生し、市内でも被害が出た
との想定で行われ、各区では炊き出しや消火器を用いた初期消火
訓練などが行われました。また市役所では災害対策本部を設置し、
各区の状況視察や情報収集などを行い、災害時の連絡体制の確認
などが行われました。

▲各区の訓練のようす（羽毛山）

▲今年もくすのき連の皆さんが会場を盛り上げました

▲毎年好評の巨峰の無料プレゼント

▲

災
害
対
策
本
部

▲王国大抽選会のようす

▲各区の訓練のようす（田中）
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

９
・　

▼
北
御
牧
地
区
敬
老
会
（
北
御

１７

牧
地
区
敬
老
会
実
行
委
員
会

主
催
・
ふ
れ
あ
い
体
育
館
）

（２０１２年１０月）

　８月２７日、湯の丸インター付近の東町さくら路の会管理
の公園で祢津小学校５年生４７名が「総合的な活動の時間」
を使って、特定外来生物のアレチウリの駆除を行いました。
この日アレチウリの駆除について指導した中山間地域農業
直接支払制度による補助金を受けている東町集落協定代表

の�沢廣幸さんは、「将
来を担う子どもたちが
東御に戻ってきたとき
に、自分たちで駆除で
きるよう知識を身に付
けてほしい」と話して
いました。

祢津小５年生がアレチウリを駆除

　９月１３、１８日の２日間、東御清翔高校の図書委員会の皆
さんが新図書館オープンに向けて準備のため、ボランティ
アとして、書架の整理作業を行いました。地元の高校生に
もたくさん利用してほしいとの思いから東御清翔高校に声
掛けしたことをきっかけに行われたもので、作業は旧図書
館から運び入れた本を、作者順などの順番に並べました。
図書委員会副委員長の廣瀬光一郎さん（２年）は、「前と
比べてきれいで明るくなった。オープンしたら使いたい」
と話していました。（１０・１１ページに関連記事）

新図書館オープンに向けて準備進む
東御清翔高校生ボランティア

▲根気のいる作業です

　９月１日、信州東御市振興公社主催のホップ収穫体験＆交
流会が、地ビールレストラン近くのオラホビールホップ園で
行われ、約30人の皆さんが参加し、つるになったホップの
 毬  花 を採って汗を流しました。今年で３回目となるこの企画
まり はな

は、ビールの苦みや香りのもととなるホップを、自分の手で
摘み取ることができるとして、遠くは富山県からなど県内外
からの参加があり、好評となっています。この日、親子３人
で東京から訪れていた石黒 威  司 さんは「ホップの種類を知る

たけ し

ことができて、さらにビールの楽しみ方が増えた」と話して
いました。体験後の交流会では今まで以上にホップを感じな
がら、地ビールを堪能していました。

地ビールならでは楽しみがあります
ホップ収穫体験＆交流会

▲丁寧に摘み取りました

  
訂
正
と
お
わ
び

　

市
報
と
う
み
７
月
号
６
ペ
ー
ジ
、「
平

成　

年
度
特
別
重
点
事
業
評
価
結
果
を

２３
公
表
し
ま
す
」
の
内
容
に
一
部
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
重
点
事
業
名
「
不
登
校
児
へ
の

き
め
細
や
か
な
対
応
」
内
の
、「（
生
徒

数　

名
、
同
月　

名
在
籍
比
率
4
・　

３９

４７

８７

％
）
と
前
年
比
よ
り
△
0
・　

%
」
を

８４

「（
生
徒
数　

名
、
同
月　

名
在
籍
比

３９

４８

率
4
・　

％
）
と
前
年
比
よ
り
△
0
・

９７

　

％
」
に
訂
正
し
ま
す
。

９４
　

ま
た
、
市
報
と
う
み
９
月
号
３
ペ
ー

ジ
、「
2
0
1
2
東
御
市
民
ま
つ
り
フ
ォ

ト
レ
ポ
ー
ト
」
雷
電
子
ど
も
相
撲
大
会

結
果
の
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
優
勝　

楢
原
紳
太
さ
ん
、
準
優
勝

　

滝
沢
悠
斗
さ
ん
を
、
優
勝　

滝
沢
悠

人
さ
ん
、
準
優
勝　

楢
原
紳
太
さ
ん
に

訂
正
し
ま
す
。
度
重
な
る
訂
正
を
お
わ

び
し
ま
す
。

▲
は
さ
み
を
使
っ
て
切
り
取
り
ま
し
た

　９月１９日、株式会社長野銀行から市へ海野宿の維持管理
のためにと１０万円の寄附がありました。長野銀行では昨年
度から県内の自然・文化財の維持を目的とした定期預金の
キャンペーンを行い、今年度はその預入金の0.01％相当額
（上限１００万円）を寄附しています。対象となった県内１０カ

所のうち市内からは海野宿
が選ばれました。この日、
市役所を訪れた常務取締役
の金子英雄さんは「大事な
文化財の維持管理に使って
いただきたい」と話してい
ました。

寄附金は海野宿の維持管理に使われます
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平成 2４ 年
１０月１日発行

▼
い
よ
い
よ
あ
と
１
ヵ
月
で
新
図
書

館
が
開
館
し
ま
す
。
館
内
で
は　

月
１１

１
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
準
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
よ

う
す
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
べ
く
、
一

足
先
に
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
▼

体
感
し
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
な
の

で
す
が
、
新
図
書
館
は
開
放
感
が
あ

り
広
々
と
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
空

間
だ
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
以
上
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で
本
を
手
に

取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

▼
き
っ
と
利
用
さ
れ
る
方
に
満
足
し

て
い
た
だ
い
て
、
ま
た
来
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
と
図
書
館
に
な
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
▼
秋
と
い
え

ば
読
書
の
季
節
。
本
の
虫
に
な
る
く

ら
い
に
、
図
書
館
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

山
浦
）

編

集

後

記

世帯数

11,637世帯（＋１５）

総人口

31,295人（＋14）

男 15,426人 （＋12）

女 15,869人 （＋２）

（９月１日現在）

人の動き

転入   90人（＋23）

転出  76人（＋７）

出生  30人（＋１７）

死亡  31人（－２）

その他  １人増

 ※カッコは前月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

『喜びと感謝の秋』
　八重原台地にも赤とんぼが舞い秋本番、今年も春から手

をかけ心を込めて育て上げた八重原米が喜びの収穫期を迎

えます。毎年のことながら、たわわに実り頭を下げた稲穂

を前にすると、自然と「喜び」と「感謝」の気持ちが湧き

上がってきます。

　太陽の光、八重原の風、蓼科山の湧き水、そして代々守

り受け継がれてきたこの田んぼ…どれひとつ欠いてもこの

八重原米は育ちません。

　今ある素晴らしい自然を大切に守り、継承していかなくてはならないと痛感します。

　やはり収穫は私たちにとって一番、嬉しい作業です。

　炊きあがった新米の香り、ツヤ、口に含んだときの何ともいえない甘み…そして、皆さんの喜ぶ

顔を想像しただけでこれまでの苦労もいっぺんに吹き飛び、自然と笑顔になってしまうから不思議

です。

『八重原の稲刈り』
　お盆が過ぎて９月に入ると、緑色のモミは徐々に黄金色に色づき、稲穂は実を膨らませ頭を垂れ

始めます。稲穂の一本一本には100粒以上のお米が結実します。先端の粒から成熟し始め、稲穂の

約90%が黄色くなった時が収穫の適期とされています。

　お米も農産物であり、収穫の遅れは味と品質の低下を

招きます。私たちは適期を逃さないように早めの収穫を

心がけ、よりフレッシュで品質のよいお米をお届けでき

るよう取り組んでいます。

　八重原は標高が600ｍから700ｍと比較的高いため、

市内でも稲刈りの時期が遅く、９月下旬から１０月上旬頃

が最盛期となります。

　やがて、収穫されたお米が皆さんの食卓に並び、「う

まい！」の一言とたくさんの笑顔がうまれたら、至上の

喜びです。　　　　　　　　　　　　（八重原米研究会）

FMとうみ ７７８.５MHz８.５MHz

 『ラジオ
市報とうみ』
�午前７時40分～

�午後０時40分～

�午後６時40分～

月曜日から日曜日、毎日放送中




